
 

 

そうだ！技術士になろう！ 

「わたしのコンピテンシー発表会」開催のご案内 

～～資質能力向上プロジェクト～～ 
 

技術士として備えるべき「資質の向上」を目指し、技術士補、技術士第一次試験合格者、JABEE

課程修了者、一般技術者、大学生などの「技術士を目指す方」を対象に、修習技術者の発表や、

参加者・既技術士の考察・交流を通じて「技術士に求められる資質能力（コンピテンシー）」

を向上させる場として「わたしのコンピテンシー発表会」を下記のとおり開催いたします。 

みなさまの応募を心よりお待ちいたしております。 

※ 非会員の方も参加いただけます。企業・大学技術士会の会員の方も歓迎いたします。 

記 

主 催：公益社団法人 日本技術士会 近畿本部 修習技術者支援委員会 

日 時：2019 年 1０月２６日（土）13:00～17:00（17:30～19:30 懇親会） 

場 所：公益社団法人 日本技術士会 近畿本部 会議室 

募集人数：定員 30 名【先着順】 

参 加 費：資料代として、正会員・準会員・協賛団体所属（1 口につき 1 名）1,000 円 

非会員 1,500 円  懇親会費別途 一律 3,000 円 

申込期限：2019 年 10 月 22 日(火)  

懇親会場：会場近くの「サル食堂」(予定) 

 

 

『わたしのコンピテンシー発表会』参加申込書 

2019 年  月  日 
 

お名前  

所 属  

連絡先 TEL  

E-Mail  

□  技術士  （部門：             ／ 会 員 ・ 非会員 ） 

□  技術士補 （部門：             ／ 準会員 ・ 非会員 ） 

□  修習技術者（専門：             ／ 準会員 ・ 非会員 ） 

□  その他  （資格名：                  ・ 学生  ） 

技術士第二次試験 

受験予定科目 

 

 

【懇 親 会】 ： 参 加 ・ 不 参 加 

 

【申込先】公益社団法人日本技術士会近畿本部 修習技術者支援委員会委員長 河野まで 

FAX：06-6692-0478  E-Mail：kouno@hisamotogumi.co.jp 

電  話：080-2483-7646 

 



 

 

第 1回修習技術者等業績・研究発表会の様子 

そうだ！技術士になろう！ 

「わたしのコンピテンシー発表会」開催のご案内 

～～資質能力向上プロジェクト～～ 
 

 

主 催：公益社団法人 日本技術士会 近畿本部 修習技術者支援委員会 

日 時：2019 年 1０月２６日（土）13:00～17:00（17:30～19:30 懇親会） 

場 所：公益社団法人 日本技術士会 近畿本部 会議室 

募集人数：定員 30 名【先着順】 

参 加 費：資料代として、正会員・準会員・協賛団体所属（1 口につき 1 名）1,000 円 

非会員 1,500 円  懇親会費別途 一律 3,000 円 

申込期限：2019 年 10 月 22 日(火)  

懇親会場：近畿本部近くの「サル食堂」(予定) 

 

【対象】 

・技術士補、第一次試験合格者、JABEE 課程修了者 

・技術士を目指される方、一般技術者 

・技術士制度にご興味ある方 

・技術士、企業・大学技術士会の会員の方も歓迎いたします 

 

【内容】    

１．開会の挨拶・本研修会の目的および注意事項                   

２．修習技術者等による『わたしのコンピテンシー発表会』 

 ・「多品種・変量生産体制のためのプロセス改善」      岡本 弘  （経営工学） 

 ・「私の履歴書」                     正信 幸一郎（情報工学）  

 ・「生態学の視点からの問題解決（ボルネオ島，深海，日本のお庭） 

                              篠川 貴司 （環境部門）  

 ・「ロングスパン架構（鉄骨造）の工程・品質管理」      築城 英生 （建設部門）     

・他 1 名の発表を予定 

 ・全体講評                                 

３．特別講演「さぁ、始まる、本気の技術士！」～期待に応える為のコンピテンシーを～ 

       黒田 憲二 技術士（電気電子・総合技術監理部門）           

４．技術士第二次試験新合格者体験談                      

５．総括・閉会の挨拶                            

17:30～ 懇親会 参加費 3,000 円で本音トークをしましょう！ 

 

※ 発表の後に技術士からの講評があります。（コンピテンシー向上の参考になります） 

※ 発表者以外の方も積極的質疑でコンピテンシー向上を目指しましょう。 

以上 


